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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上端付近に受支部を有するアンカー本体と、該アンカー本体の頭部に被せられて土中に
押し込まれる筒状抵抗体からなり、前記筒状抵抗体が、アンカー本体の径に対して２～１
０倍の直径を有し下端部に全体として鋸歯状をなす先鋭部を有する円筒形状をなし、有効
高さＨ0（上端から先鋭部の付け根までの距離）が、水平荷重：Ｔ／(円筒部径：Ｄ×土の
側面圧縮耐力：σ)の±２０％である筒部と、中央にアンカー本体の貫通を許す穴を備え
、前記筒部の上端に固定された天板部とを有していることを特徴とする高耐力アンカー。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は主としてロープの交差部を地盤に固定するための高耐力アンカーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　落石防止、雪崩防止などの施設においては、ロープを地表付近に沿って張りめぐらせ、
交差部や端部を地盤に固定することが必要とされる。
かかるロープ交差部や端部の固定手段として土中アンカーと称される杭体が汎用され、頂
部にロープを取り付け、落石などにより発生するロープに対する引っ張り力を杭の抵抗で
アンカーしている。
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【０００３】
　前記土中アンカーとして、従来、図６(ａ)のように先端部を細くしたいわゆるパイプア
ンカーが一般に用いられていた。しかし、アンカーは性質上、上方または下方、さらには
右あるいは左方向などから荷重を受ける。この条件に対してパイプアンカーは、図５（ｂ
）のように回転中心位置Ａが下端にあるので転倒モーメントが大きく、したがって、耐力
及び変位量が土質により大きく変動し、設計耐力が出ない場合が生ずる。また、アンカー
前面の土の抵抗力が限界になると変位量が増大し、通常、抵抗力は１７～２４ｋＮで変位
量１５～４０ｃｍにも達するので、耐力が小さく、変位量が大きい問題があった。
【０００４】
そこで、この対策として、平面一文字状や、図７(ａ)、(ｂ)のように平面十字状をなした
土圧抵抗板を併用し、パイプアンカーの頭部に差し込む形で使用していた。
　しかしながら、一文字状または十字状の羽根式土圧抵抗板を組み合わせたものは、設置
時の羽根の向きによって土圧に対する抵抗力が大きく異なるので、土質および土量によっ
て変位量に大きなばらつきが発生し、耐力の大幅な向上と変位量の低減は望めない問題が
あった。　また、前記抵抗板は中心にパイプを有し、これをアンカーパイプに差込んで地
中に打ち込むことから打撃力がロスし、打ち込めない場合が生ずる問題もあった。
【０００５】
　アンカーとしては、そのほか、施工場所が４０～１４０ｃｍ程度の深さの地表部が土砂
からなり、それよりも下部が岩部である場合に用いられる「土被りアンカー」がある。
このアンカーに関して、横引っ張り力に対して耐力の増加、変位量の抑制効果を期待すべ
く、アンカー先端部をセメントなどで岩着するとともに、放射状羽根をアンカー頭部より
打ち込んで一体化を図ったものがある。
　しかし、このアンカーも十字状羽根の向きによって土圧に対する抵抗力が異なるので、
土質および土量によって変位量に大きなばらつきが発生する問題があった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は前記のような問題点を解消するためになされたもので、その目的とするところ
は、簡単な構造でしかも耐力増強および変位量の大幅な抑制が可能な高耐力アンカーを提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため本発明は、上端付近に受支部を有するアンカー本体と、該アン
カー本体の頭部に被せられて土中に押し込まれる筒状抵抗体からなり、前記筒状抵抗体が
、アンカー本体の径に対して２～１０倍の直径を有し下端部に全体として鋸歯状をなす先
鋭部を有する円筒形状をなし、有効高さＨ0（上端から先鋭部の付け根までの距離）が、
水平荷重：Ｔ／(円筒部径：Ｄ×土の側面圧縮耐力：σ)の±２０％である筒部と、中央に
アンカー本体の貫通を許す穴を備え、前記筒部の上端に固定された天板部とを有している
ことを特徴としている。
 
【発明の効果】
【０００８】
　抵抗体が有底筒状抵抗体からなり、これをアンカー本体の頭部にキャップのように被せ
て土中に押し込むため、アンカーの転倒挙動の中心位置をアンカー下端部から地上部（地
際）に置き換えることができ、アンカーに作用する転倒モーメントを極小化できる。
しかも、抵抗体は放射状の板でなく筒形状であるから方向性がなく、３６０度いずれの方
向からの外力を受けても良好な抵抗作用を発揮することができる。また、筒体は天板部を
有しており、これが筒体内の地表に接することにより筒部とで梃子作用を発揮する。した
がって、土質や土量の影響を受けることが少なく、耐力が大幅に増加するとともに、変位
量を非常に小さく抑止することが可能となる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
また、アンカー本体が上端付近に筒状抵抗体の天板部に対する受支部を有し、受支部がス
トッパーとして機能するので、アンカー本体と筒状抵抗体を同軸状に保ちつつ地中に打ち
込むことができ、打ち込み後においては、受支部が筒状抵抗体の天板部下面と当接してい
るため、筒状抵抗体とアンカー本体とが連結されていないにもかかわらず、水平方向から
の荷重がかかったときに筒状抵抗体の上下方向の傾きを抑えることができる。
 
【００１０】
　また、筒状抵抗体は下端部に全体として鋸歯状をなす先鋭部を有する円筒形状をなして
おり、円形断面であるためロープ交差部に作用する多方向の荷重に対応することができ、
かつ、全体として鋸歯状をなす先鋭部を有しているため土中への押し込みが容易である。
 
【００１１】
　筒状抵抗体は、アンカー本体の径に対して２～１０倍の直径を有し、有効高さＨ0が、
Ｈ0＝水平荷重：Ｔ／(円筒部径：Ｄ×土の側面圧縮耐力：σ)の±２０％であるので、　
アンカーの回転中心点を地表レベルに近くしつつ筒状抵抗体の大きさを打ち込みやすい適
正なものにすることができる。
 
【実施例１】
【００１２】
  以下添付図面を参照して本発明の実施例を説明する。
  図１は本発明を土中アンカーに適用した一実施例を単体の状態で示しており、図２と図
３は使用状態を示している。
　１はアンカー本体であり、下端部を縮径したパイプ材からなり、上端部付近に受支部１
ａを設けている。該受支部１ａはパイプ材の中心を貫通した棒状片でもよいが、全周にわ
たって半径方向に突出することがこのましいため、この例では鍔状とし、パイプ材に溶接
などで固着されている。
【００１３】
　２は本発明で特徴とする筒状抵抗体であり、前記アンカー本体１とは別個独立している
。筒状抵抗体２は、筒部２ａとこれの上端に設けられた座としての天板部２ｂとを有して
いる。前記筒部２ａはこの例では断面円形状をなし、アンカー本体１の外径よりも十分に
大きな寸法(径)となっており、そして土中への打ち込み時に土を切り裂き、埋没を容易に
するために、下端部領域には全体として鋸歯状をなすように先鋭部２０を設けている。
【００１４】
　天板部２ｂはこの実施例では平面矩形状の剛性板からなり、前記筒部２ａの端面に配さ
れ、これとの接触部分が溶接などにより一体化されている。したがってコストを低減でき
るとともに、筒部の変形を防止できる。前記天板部２ｂの外面と筒部２ａの内径との間に
は空隙２３がある。
　天板部は中央に前記アンカー本体１の受支部１ａより上の上端部分１１の貫通を許す穴
２１を有しており、その周りには厚板などを溶接した補強部２２が設けられている。
【００１５】
　３はロープ押え具であり、前記アンカー本体１の上端部に内嵌するキャップ状部３ａと
、これの天部から上方に突出し、ロープを挟んで緊締する２つ割りの押え金具４の一部を
連結するためのボルト３ｂを有している。
【００１６】
　前記筒状抵抗体２は、図４(ａ)、(ｂ)において、水平荷重をＴとし、有効高さ（上端か
ら先鋭部の付け根までの距離）をＨ0とし、筒状抵抗体の径をＤとし、土の側面圧縮耐力
をσとした場合、Ｈ0=Ｔ／（Ｄ×σ）±２０％の関係を満たしていることが望ましい。
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筒状抵抗体の径Ｄはアンカー本体１の直径ｄの２～１０倍程度であることが望ましい。Ｄ
／ｄが２未満では面積が小さいので転倒防止効果が乏しくなるため適切でなく、Ｄ／ｄが
１０以上では土中への打ち込みが難しくなるためあまり適切でない。
【００１７】
仕様の例を挙げると、アンカー本体１の直径ｄが１１．４ｃｍである場合、筒状抵抗体の
径Ｄは２９ｃｍ程度とする。土の側面圧縮耐力σを２．５ｋｇ/cm2とし、この条件で水平
荷重Ｔを２５００ｋｇとすると、筒状抵抗体の必要有効高さＨ0は３４．５ｃｍあればよ
く、Ｔが３４００ｋｇの場合にはＨ0は４８．３ｃｍであればよい。
また、土の側面圧縮耐力σを３．０ｋｇ/cm2とし、この条件で水平荷重Ｔを２５００ｋｇ
とすると、筒状抵抗体の必要有効高さＨ0は２８．７ｃｍ、Ｔが３５００ｋｇの場合、Ｈ0

は４０．２ｃｍであればよい。したがって、筒状抵抗体の全高Ｈとしては、４０～５０ｃ
ｍ程度あればよい。
　筒状抵抗体２は、材料として鋼管を使用でき、直径が一定であれば使用長さを調整する
だけで各種荷重に対応することができ、天板部も、角鋼板を加工し筒部素材に溶接すれば
よいので、製作コストも安価にすることができる。
【００１８】
　なお、アンカー本体１の必要長は、図９（ｃ）において、アンカー本体の直径をｄとし
、アンカー本体に作用する土壌の総抵抗力をＷとし、アンカー本体下端に発生する土壌圧
縮応力をｑとし、アンカー本体の受支部から上端までの長さをａとし、受支部から下端ま
での長さをｌとすると、Ｗ＝(ｄ・ｌ・ｑ)／２となり、Ｔ・ａ＝W(２・ｌ／３)からＷ＝(
３・Ｔ・ａ)／（２・ｌ）となる。これらの式から、下記の式となる。
【００１９】
【数１】

【００２０】
いま、ａ＝１０ｃｍ、ｄ＝１１．４ｃｍ、Ｔ＝３５００ｋｇ、ｑ＝１．０ｋｇ/ｃｍ2とす
ると、ｌは９５．６ｃｍとなり、土壌のばらつきなどを考慮に入れても１３０～１５０ｃ
ｍあれば十分である。
【００２１】
第１実施例の作用を説明すると、施工に当たっては、図１のような分割した状態で現場に
搬入し、筒状抵抗体２をアンカー本体１の上端部１１に被せる。こうすれば、アンカー本
体１の上端部１１が筒状抵抗体２の天板部中央の穴２１から突出し、筒状抵抗体２の天板
部２ｂは下面が受支部１ａに当接することで位置決めされる。
アンカー本体１を対象の法面と直角に臨ませ、たとえばエア式打ち込み機などの打撃手段
で打ち込みつつ、筒状抵抗体２の天板部２ｂを打撃すれば、アンカー本体１は土中に推進
され、同時に筒状抵抗体２の筒部２ａは先鋭部２０によって抵抗が低減されつつ地中に推
進され、図２のように天板部２ｂが地表ＧＬに近接するまで埋め込まれる。このときに、
アンカー本体１の上端部１１が天板部２ｂの穴２１を貫通しており、受支部１ａが筒状抵
抗体２の天板部下面と接して安定的に支えるため筒状抵抗体２は傾かず、アンカー本体１
と同心状態に埋設される。
【００２２】
　埋設後は、ロープ押え具３をアンカー本体１の上端部に嵌め、ボルト３ｂに２つ割りの
押え金具４を連結支持させ、２つ割りの押え金具４に落石防止用に張られた縦ロープＲ１
と横ロープＲ２の交差部を挟み、もう一組のボルトナット５で２つ割りの押え金具４を締
め付ける。これにより図１のようにロープ交差部が地盤に固定される。
【００２３】
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こうした状態で落石が発生した場合、荷重が縦ロープＲ１と横ロープＲ２を介してアンカ
ーに引張り力として作用する。その方向は落石発生位置によって上方または下方、あるい
は右または左などさまざまである。
この引張り荷重でアンカー本体１は引張り力が作用する方向に傾かされようとするが、本
発明ではアンカー本体１の上端部付近の地中に筒状抵抗体２が存しており、これはアーム
としての天板部２ｂの先端から直角状に屈曲した抵抗板が延在し下向きＬ状形態の梃子と
みることができる。しかも、アームはアンカー本体１の軸線を中心として３６０度の方向
に延びており、抵抗板も３６０度の全範囲に存している。
このため、いずれの方向からの外力に対しても抵抗作用が発揮され、回転中心点がアンカ
ー本体の下端でなく地表近くになり、アンカーに作用する転倒モーメントを極小にするこ
とができる。
【００２４】
　アンカー本体１に引張り力が作用したときに、筒状抵抗体２が傾きアンカー本体１の軸
心と非同心になることは適切でない。本発明では、筒状抵抗体２は中心がアンカー本体１
を貫通してずれを抑制し、かつ受支部１ａが筒状抵抗体２の天板部２ｂと重なって支えて
いる。かつまた、受支部１ａよりも外周の輪状の天板部下面は表面土に接して傾きに対す
る抵抗として働く。
したがって、筒状抵抗体２が傾いて浮き上がろうとする動きが阻止され、それゆえ、アン
カー本体１と土の摩擦力による引き抜き抵抗力が筒状抵抗体２に作用する上方向荷重より
も大きい限り、筒状抵抗体２はアンカー本体１の軸心と同軸すなわち法面に対して水平を
保ち、傾くことがない。このため、アンカーとして耐力が高く、変位量が極小になり、従
来の土中アンカーに対して、荷重１．５倍以上、変位量０．３倍以下の高耐力が得られる
。
【００２５】
なお、筒状抵抗体２の上方への傾きをより効果的に防止するため、天板部２ｂの上面より
も上の位置のアンカー本体上端部にストッパーを設けてもよい。これは、図１のように、
アンカー本体上端部に横穴１２を設けておき、これに棒を貫通させることなどで実現でき
る。
【実施例２】
【００２６】
　図５は本発明を土被りアンカーに適用した実施例を示しており、アンカー本体１として
パイプでなく棒鋼が用いられる。上端部には受支部１ｂが固着されている。
筒状抵抗体２の構成は第１実施例と同様であり、筒部２ａと天板部２ｂからなり、天板部
２ｂの中央にはアンカー本体１の上端部の貫通を許す穴２１が設けられている。詳細な構
成の説明は第１実施例のそれを援用する。
　ただ、このアンカーにおいては、ロープ押え具が用いられず、アンカー本体１の上端部
に設けた雄ねじ１２が２つ割りの押え金具４の一部を連結するためのボルトとして機能す
る。
【００２７】
アンカー本体１は下半部が岩部ＲＣに差し込まれ、セメントなどの固着材６で定着され、
上半部が土砂に埋設されるが、筒状抵抗体２の前記した働きにより、横引っ張り荷重に対
する耐力の増加、変位量の低減が図られ、土質や土量による変位量のばらつきが解消され
る。
【００２８】
　天板部２ｂは必ずしも平面角形である必要はなく、円形であってもよい。また、囲壁を
有するキャップ状にして筒部に被せ、リベットやねじなどで結合してもよい。それらの場
合、板面に複数個の空気抜き穴を設けることが好ましい。さらには、天板部２ｂと筒部２
ａは、深絞り加工などにより一体成形されていてもよい。
 
【図面の簡単な説明】
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【００２９】
【図１】本発明のアンカーの第１実施例を示す斜視図である。
【図２】第１実施例の使用状態を示す縦断側面図である。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿う断面図である。
【図４】(ａ)、（ｂ）は筒状抵抗体と荷重の関係を示す説明図、(ｃ)はアンカー本体とこ
れに作用する力の関係を示す説明図である。
【図５】(ａ)は本発明アンカーの第２実施例を示す縦断側面図、(ｂ)は平面図である。
【図６】(ａ)は従来のパイプアンカーの使用状態図、(ｂ)は耐力と変位量を示す説明図で
ある。
【図７】(ａ)は従来の羽根式抵抗板を併用した土中アンカーの平面図、(ｂ)は縦断面図で
ある。
【符号の説明】
【００３０】
１　アンカー本体
　１ａ　受支部
　２　筒状抵抗体
　２ａ　筒部
　２ｂ　天板部
２０　先鋭部
２１　穴部

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】



(8) JP 4371994 B2 2009.11.25

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００２－００４２７５（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開昭４９－１０７１０４（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２００４－０１１１４３（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０２Ｄ　　　５／２２　－　　５／８０
              Ｅ０２Ｄ　　１７／００　－　１７／２０
              Ｅ０１Ｆ　　　７／０４　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

